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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は東北地方南部の第三系に普遍的に観察される断層系が時問的1空問的に変化すること雪

さらにその解析結果からテクトニックの応力場の時代的な変遷が推定できることを明らかにしたも

ので、最終的にはその応カ場を生じさせた外カを特定することをも試みている。論文中に示された

研究結果のうちヨ主なものを挙げれば次のようになる。

1）野外で観察される断層群の中にう互いに独立しヨ異なった時期に活動したいくつかの系を識別

　することが可能である。

2）一つの断層系に属する断層は。小断層も大断層も同じ方位と運動様式をもっている。このこと

　は雪小断層も大断層も共にそれが属する断層系の運動様式ヲひいてはその系を生じさせた応力場

　を推定するのに役立つことを意味する。

3）東北日本南部ではラいくつもの断層が重なりあっているが，その運動時期は少なくとも6ステー

　ジに分けることができる。また各ステージに対応する断層系は地域全体を通じて一様でなくヨそ

　の内部に異なった方位1運動様式をもつ亜領域が識別される。

4）上記の6ステージに対応する応力場が推定された。これは東北地方南部が新生代に受けた変形

　の場の歴史である。
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5）断層系を用いて復原された応力場の変遷は，他の方法を用いて得られたものとよい一致を示し

　ている。

6）以上の応力場を生じた外力はヨ太平洋プレートの沈み込みにその原因が求められる。上に明ら

　かにされた応力場の変遷を説明しうるモデルの一つとしてラ沈み込むプレートが段階的に異なっ

　た変形を大陸縁辺部に与えるとするヨいわゆる進化モデルが導入されラ説明が試みられている。

審　　査　　の　　要　　旨

　島弧の成立過程は，現在地球科学におけるもっとも中心的な問題の一つでラいろいろな観点から

の研究が行なわれている。しかし，島弧内部の地質構造を形成した変形過程についてはヨ基礎資料

すらも十分に集められていないのが現状である。本研究ではヲ地殻表面とその近傍における重要な

変形様式である断層に着目してヨその時問的1空問的変化から島弧形成時における応カ場の変遷を

明らかにしようと試みた。その研究過程でラ地表で頻繁に観察される断層群が。各変形の時階に対

応する断層系に分離識別することが可能であることを示したのは。先ず第一に重要な方法学的な貢

献である。

　次にラ典型的な島弧である東北日本の南部において。断層系の変遷とそれをひきおこした応力場

の変遷を明らかにしたのが害第二の重要な貢献である。その結果によるとヨ東北日本南部はうその

生成以来一様な応力状態にあったのではなく。少なくとも6つの異なる応力状態を経験したことが

明らかである。

　なおヨ以上の応カ場変遷史を合理的に説明しうるモデルとしてラいわゆる太平洋プレート沈み込

みの進化モデルが援用されラ説明が試みられているが，これは未だ問題を提起した段階にあるもの

と考えられる。

　よってヲ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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